
 

海岸事業の再評価項目調書 
 

 事 業 名 （箇 所 名 ）  直轄海岸保全施設整備事業（広島港海岸） 

 実 施 箇 所  広島県広島市、安芸郡海田町 

 該 当 基 準  新規採択後５年間が経過した時点で継続中の事業 

 主 な 事 業 の 諸 元  護岸（改良）、堤防（改良）、陸閘 

 事 業 期 間   事業採択  平成17年度  完了  平成27年度 

 総 事 業 費 ( 億 円 )  137  残 事 業 費 ( 億 円 )  73 

 目 的 ・ 必 要 性 高潮による浸水や、大規模地震後の液状化とそれに伴う堤体変状、および津波による被害の
軽減を図るため、護岸（改良）、堤防（改良）等を整備する。 

 便 益 の 主 な 根 拠  浸水面積：444ha 

 浸水戸数：8,967戸 

 浸水区域における一般資産等評価額：3,362億円 

 基準年度  平成23年度 

 B：総便益(億円) 2,008  Ｃ：総費用(億円) 144  全体Ｂ／Ｃ     13.9 

 事 業 全 体 の 
 
 投 資 効 率 性 

 B－Ｃ 1,864  ＥＩＲＲ(%) 38.1  

 残事業の投資効率性  B：総便益(億円) 510  Ｃ：総費用(億円) 68  継続Ｂ／Ｃ     7.5 

 感 度 分 析                  事業全体のＢ／Ｃ  残事業のＢ／Ｃ 
 需    要（-10％～+10％）   （12.5～15.3）   （6.7～8.2） 
 建 設 費（+10％～-10％）   （13.3～14.6）   （6.8～8.3） 
建設期間（+10％～-10％）   （13.9～13.9）   （7.3～7.6） 

 事 業 の 効 果 等 高潮による浸水被害を軽減することが可能となる。また、地震による海岸保全施設の沈下等
の変状を抑制し、地震後の津波や高潮による浸水被害を軽減することが可能となる。 

 社会情勢等の変化 ・中央西地区（観音）に立地する三菱重工業観音工場内に、大型機械組立工場が完成し本格稼

働を開始。（平成22年3月） 

・東日本大震災の発生。（平成23年3月） 

 主な事業の進捗状況  総事業費137億円、既投資額65億円。平成23年度末時点 事業進捗率47％ 

 事業の進捗の見込み  平成27年度に整備完了予定 

 コスト縮減や代替案 
 立 案 等 の 可 能 性 

既設護岸の改良に伴い発生する捨石等を資材として再利用することでコストを縮減。 

 対 応 方 針 （原 案 ）  継続 

 対 応 方 針 理 由  効率的な事業の実施を図ることにより、十分な投資効果があると判断されるため。 

 そ の 他 （その他の指標による効果） 

・人的被害の軽減 

・背後地域住民の精神的被害の軽減 
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広島港海岸
直轄海岸保全施設整備事業 再評価

平成平成2233年年1010月月

国土交通省国土交通省 中国地方整備局中国地方整備局
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広島港海岸は、地形的に南向きで、概して地盤高も低い

ことから、高潮の被害を度々蒙っている。

太田川のデルタ地域に発達した市街地は埋立等により

発展してきた歴史を持ち、地震に対して脆弱な地域である。

江波江波江波
観音観音観音 吉島吉島吉島

船越船越船越

矢野矢野矢野

中央西地区中央中央西西地区地区
中央東地区中央中央東東地区地区

広島港海岸広島港海岸広島港海岸

広島市

広島県

１１．事業位置図．事業位置図 広島港海岸
直轄海岸保全施設整備事業
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◆広島県における高潮被害
太田川のデルタ地域に発展した広島市付近の沿岸域は人口や資産が集中しているが、台風

に伴う高潮の常襲地帯であり、広範囲におよび度々被害を受けてきた。
近年では、平成3年の台風19号来襲時に広島港の既往最高潮位を更新し、記録的な被害を

もたらした。また、平成16年の台風16号および18号も、広島県下に多大な被害をもたらした。

発生年月日 台風名

広島県下の被災状況 気象・海象状況

死 者
(人)

床上浸水
(棟)

床下浸水
(棟)

最高潮位
(C.D.L.+m)

最大瞬間
風速(m/s)

1945.9.7(S20) 枕崎台風 2,558 24,168 28,358 － 45.3

1952.10.14(S26) ルース台風 166 5,726 17,863 － 49.0

1991.9.27(H3) 台風19号 6 3,005 9,162 4.76 58.9

1999.9.24(H11) 台風18号 5 141 1,033 4.71 49.6

2004.8.30(H16) 台風16号 0 1,379 5,799 4.74 28.0

2004.9.7(H16) 台風18号 5 860 3,128 4.61 60.2

2005.9.6(H17) 台風14号 0 240 1,741 － 32.1

2007.8.3(H19) 台風5号 0 1 102 － 25.0

広島港の既往最高潮位
を更新、記録的被害

広島港海岸において
多大な被害

※ 潮位は広島港、風は広島地方気象台の記録を示す ※ 最高潮位（換算） C.D.L＝T.P＋1.84ｍ

※ 出典：広島県HP（http://www.takashio.pref.hiroshima.lg.jp/html/help/haikei_2.html）

２２．．過去の高潮被害①過去の高潮被害① 広島港海岸
直轄海岸保全施設整備事業
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２２．．過去の高潮被害②過去の高潮被害② 広島港海岸
直轄海岸保全施設整備事業

◆平成16年台風18号による被害状況
平成16年の台風18号では、高潮による浸水に加え、護岸の倒壊等もあり、

浸水被害が拡大した。

平成16年台風18号による浸水状況図

江波観音 吉島

※ 出典：広島市HP
（http://www.city.hiroshim
a.lg.jp/shobou/takashio/）
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３３．．施設の老朽化施設の老朽化 広島港海岸
直轄海岸保全施設整備事業

広島港海岸の既存施設は、概ね、昭和３０年～５０年代にかけて整備
されており、コンクリートの劣化、基礎の洗掘等が生じており、老朽化の
進行が顕著である。

江波 吉島
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◆事業の概要
・事業区間 ： 総延長１２．６km

（護岸:10.2km,堤防:2.4km,陸閘:1基）
（中央西地区（観音･江波･吉島）、中央東地区（船越･矢野））

・事業期間 ： 平成１７年度～平成２７年度
・事業費 ： １３７．３億円
・事業進捗率 ： 約４７％

◆事業の目的
高潮による浸水被害や、大規模地震後の津波による被害の軽減を図るため、護岸や堤防

等を整備する。

中央西地区 中央東地区

観音

江波

吉島

船越

矢野

6,793170.3矢野

9,27899.3吉島

110124.0観音
中
央
西

21,167443.6合 計

78912.0船越中
央
東

4,19738.0江波

浸水区域内人口（人）浸水面積(ha)地区

平成23年度迄整備済箇所

平成24年度以降整備箇所

４４．事業．事業の概要の概要 広島港海岸
直轄海岸保全施設整備事業
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５．直轄事業実施の経緯５．直轄事業実施の経緯 広島港海岸
直轄海岸保全施設整備事業

□ 天端高の不足 大規模な対策が必要

港湾海岸における高潮対策が遅れており、計画天端高に満たない施設が多数あるため、高潮浸水

被害の発生リスクが高い。（平成１６年１８号台風により甚大な被害発生）.

□ 地震による堤体変状の懸念 対策には高度な技術が必要

50年以内に80～90％程度の確率で発生すると予測されている東南海・南海地震により、既存施設に

著しい変状が生じ、地震後の津波や高潮による甚大な被害の発生が危惧される。

天端高不足箇所

平成１７年度より、直轄事業として広島港海岸（中央西、中央東地区）の
高潮、地震による堤体変状及び津波への対策を実施。

観音
（計画）CDL+6.5～7.3m
（現況）CDL+5.3～7.3m

江波
（計画）CDL+6.4～7.1m
（現況）CDL+4.7～6.5m

吉島
（計画）CDL+6.5～7.1m
（現況）CDL+5.6～7.3m

船越
（計画）CDL+6.6m
（現況）CDL+6.0m

矢野
（計画）CDL+6.6m
（現況）CDL+5.5～6.2m

各地区における計画天端高と現況（H17時点）の比較
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６６．．広島港海岸の対応方針広島港海岸の対応方針 広島港海岸
直轄海岸保全施設整備事業

海溝型地震
（東南海・南海）

＋
地震による津波

直下型地震等

①の整備による天端高さがあれば、地震
（液状化）による沈下後も許容範囲内とな
る。

※設計上、天端高の設定に関してクリティ
カルな条件とならない。

地震発生後において、沈下後の天端
高が、

想定される津波高さ（朔望平均満潮
位＋想定津波高さ）以上となる耐震
性を有すること。

被害を軽減する効果はあるが、設
計上のクリティカルな条件ではな
いことから、便益の過大計上を避
けるため、便益をして計上しない。

①の整備による天端高さがあれば、地震
（液状化）による沈下後も許容範囲内とな
る。

※設計上、天端高の設定に関してクリティ
カルな条件とはならない。

地震発生後において、沈下後の天端
高が、

１０年確率潮位＋１０年確率波に対し
て許容越波流量を満足する耐震性を
有すること。

Ｌ
２
地
震
動
へ
の
対
策

施設の耐用期間が50年であること
から、

極値統計解析結果のうち、50年確
率以下（10年～50年確率）の潮位
偏差、波高を用いて算出。

設計条件

波高：Ｈ0’＝2.4m（50～100年確率相当）

潮位偏差：Δｈ＝2.3m（200年確率相当）

計画天端高：CDL+6.5m～+7.3m

（最大嵩上高 ＝ 2.0m）

・・・①

朔望平均満潮位＋モデル台風（伊勢
湾台風規模・ルース台風コース）によ
る推定潮位偏差、及び波浪に対して
許容越波流量を満足する天端高を
有すること。

※L1地震動に対して構造の安定性を確保

高潮対策

便益計算の考え方検討結果対応方針（設計の考え方）
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◆費用便益比（B/C）算出の流れ
総便益Ｂ 総費用Ｃ

便益の算定

※ 「海岸事業の費用便益分析指針（改訂版）」（平成16年6月 農村振興局・水産庁・河川局・港湾局）に準じて評価を行う。

越波量の算定
(現況天端高)

高潮浸水範囲の算定

想定被害額の算定

年平均被害軽減期待額の算定

総便益Ｂの算定

●●確率規模毎に算出確率規模毎に算出
（（1010年確率波、年確率波、2020年確率波、年確率波、3030年確率波、年確率波、

4040年確率波及び年確率波及び5050年確率波の年確率波の55段階で算出）段階で算出） 総事業費の算出

維持管理費の設定

総費用Ｃの算定

費用便益比（Ｂ／Ｃ）の算出

７７．．事業の効果①事業の効果① 広島港海岸
直轄海岸保全施設整備事業

1
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◆外力条件
越波量を算定する際の外力条件は、施設の計画外力を確率的に評価

（10年～50年確率）して設定した。

◆高潮浸水範囲の算定
上記外力条件について越波量を算出。レベル湛水法により浸水範囲を算定した。

潮位偏差(m)
10年確率 20年確率 30年確率 40年確率 50年確率

1.28 1.52 1.67 1.76 1.84

朔望平均満潮位(H.W.L.) C.D.L.+3.76m

波浪条件 各施設における計画波浪を確率評価した値を用いる

 浸水深(m)
0.0～0.5
0.5～1.0
1.0～2.0
2.0～

矢野

※ 50年確率の浸水範囲

江波 吉島観音 船越

７７．．事業の効果②事業の効果② 広島港海岸
直轄海岸保全施設整備事業

1
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年平均被害軽減期待額年平均被害軽減期待額

高潮による浸水範囲の算定（レベル湛水法による）高潮による浸水範囲の算定（レベル湛水法による）

【Without】：海岸保全施設整備前 【With】：整備後

被害無し

◆年平均被害軽減期待額の算出

・浸水深より被害率を把握
被害額 ＝

ﾒｯｼｭ資産額×被害率

・確率的に処理を行い、

被害軽減期待額を算出

50年確率 40年確率

30年確率

20年確率

※ 観音地区の例

年平均被害軽減期待額年平均被害軽減期待額（一般資産被害額）（一般資産被害額）の算出の算出

10年確率

７７．．事業の効果③事業の効果③ 広島港海岸
直轄海岸保全施設整備事業

0.00500 60.5
50年確率 1219.0

907.3
1,063.0

49.8
30年確率 393.1

650.0 0.00833 55.2
40年確率

0.05000 45.3
20年確率 141.5

267.0 0.01667

88.1
114.5

年平均被害軽減額の累計
（＝年平均被害軽減期待額）

（億円）

－ 0.0
44.0 0.90000 39.6

10年確率

被害軽減額
（億円）

区間平均
被害軽減額

（億円）

年平均
超過確率

発生
確率

種別 被害箇所 算出方法 年平均被害額

一般資産被害額 家屋、事業所等 ６０．６億円

公共土木被害額 橋、道路、公園等 一般資産被害額×０．６０ ３６．３億円

公益事業被害額 電気、ガス、水道等 一般資産被害額×０．０１ ０．６億円

計 ９７．５億円

1
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（
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）

　
　
　
　

　
　
　
　

便
益
（

Ｂ
）

高潮時便益

費用

維持管理費

便益現在価値

事業費現在価値

事業期間 完成後の評価期間（50年）

再評価時
(H23)

 30

  10

  20

７７．．事業の効果④事業の効果④ 広島港海岸
直轄海岸保全施設整備事業

■費用便益分析結果 ■感度分析結果（B/Cによる分析）

7.513.9費用便益比 (B/C)

442億円1,864億円純現在価値 (B-C)

510億円2,008億円便益 (B)

6億円13億円維持管理費

62億円131億円事業費

68億円144億円費用 (C)

残事業事業全体項 目

※端数処理のため、各項目の金額の和は必ずしも合計とはならない。
※本表中の額は、平成23年度を基準年として現在価値化した後のものである。

7.67.313.913.9事業期間

8.36.814.613.3事業費

6.78.212.515.3便 益

-10％+10％-10％+10％

残事業事業全体
要因

費用便益分析の結果

○純現在価値(B-C)=1,864億円

○費用便益比(B/C)=13.9
となり、十分な投資効果があることが確認された。

（億円）

1
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◆社会情勢等の変化

□三菱重工（株）観音工場内に新工場

中央西地区（観音）の防護区域内に立地する

三菱重工業（株）に、国内最大級の加工機械を

備えた大型機械組立工場が完成し、本格稼働

を開始した。（平成22年3月）

□東日本大震災の発生

津波による甚大な被害が発生したことから、

ソフトとハードが一体となった海岸整備に係る

重要性が高まっている。
平成２２年４月６日（読売新聞）

広島ボートパーク（中央西地区（吉島））

８８．．社会情勢等の変化、コスト縮減、代替案立案等の可能性社会情勢等の変化、コスト縮減、代替案立案等の可能性
広島港海岸
直轄海岸保全施設整備事業

完成した大型機械組立工場

◆コスト縮減

既設護岸の改良に伴い発生する捨石等を資材として再利用することによりコスト縮減を

図っている。

1
4



①事業の必要性等の視点
１）事業を巡る社会経済情勢等の変化

２）事業の投資効果

費用便益費（Ｂ／Ｃ） ＝ 13.9（事業全体） 7.5（残事業）

３）事業の進捗状況

◇総 事 業 費 ： 137億円 （既投資額：65億円）
◇残 事 業 費 ： 73億円
◇事業進捗率 ： 47％ （平成23年度末）

②事業の進捗の見込み

【今後の対応方針（原案）】

上記①、②の各視点により、効果が十分に見込まれると判断できることから継続が妥当

（１）再評価の視点

（２）海岸管理者（広島県）への意見照会結果
＜対応方針に対する意見＞ 異存はありません
＜具体的意見＞

中央東地区及び中央西地区では、近年、大型台風による深刻な高潮浸水被害が繰り返し発生している。また、背後にゼロメートル市街地を抱え
ているが、液状化対策など地震対策が不十分な区間であることから、適切な海岸防災機能の確保をお願いしたい。なお、実施にあたっては、地元
負担等、十分に調整を図って頂きたい。

◇平成２２年３月、中央西地区（観音）に立地する三菱重工業(株)観音工場内に新工場完成。
◇広島港海岸は地震に対して脆弱な地域に位置しており、今後30年以内に60～70％の確率で発生すると予測されている東南海、南海地震により既設

施設に著しい変状が生じ、地震後の津波や高潮による被害の発生が懸念されている。（地震調査研究推進本部「海溝型地震の長期評価の概要」平成23年1月1日より）

③コスト縮減や代替案立案等の可能性

◇既設護岸改良により発生する捨石の再利用などによりコスト縮減を図る。

◇中央西地区（観音）については、平成23年度に完成予定。事業全体は、平成27年度完了予定。

広島港海岸
直轄海岸保全施設整備事業９９．．今後の対応方針（原案）今後の対応方針（原案）

1
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総事業費の増加及び基準年の変更
（H16→H23）のため。144.2億円92.0億円

総費用
(C)※2

H17 ～ H27H17 ～ H27事業期間

13.911.6
費用便益比

(B／C)

潮位偏差、浸水区域、一般資産額の見直
し及び基準年の変更（H16→H23）のため。2,007.9億円1,070.9億円総便益(B)

吉島地区の調査結果等を踏まえ、構造形
式の変更が必要となったため。

備 考

137.3億円

今回評価

(H23 再評価)

112.8億円

前回評価

（H16 新規採択時評価）

総事業費※1

事項

※1 総事業費（デフレータ及び社会的割引含まず）

※2 総費用及び総便益は、デフレータ補正、社会的割引後

１０１０．．前回評価時との比較前回評価時との比較 広島港海岸
直轄海岸保全施設整備事業

1
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広島港海岸直轄海岸保全施設整備事業

〔費用便益比（Ｂ／Ｃ）算定等資料〕
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【参考資料１】再評価

平成 23 年度

その他

（その他、貨幣換算していない効果等による評価）

・人的被害の軽減

・背後地域住民の精神的被害の軽減

主な事業の
進捗の見込み

平成27年に整備完了予定

コスト縮減や
代替案立案等の可能
性

既設護岸の改良に伴い発生する捨石等を資材として再利用することでコストを縮減。

対応方針 継続

対応方針理由
効率的な事業の実施を図ることによって充分な事業の投資効果があると判断されるため。

社会経済情勢等
の変化

・中央西地区（観音）に立地する三菱重工業観音工場内に、大型機械組立工場が完成し本格稼働を開始した。（平
成22年3月）
・東日本大震災の発生（平成23年3月）

主な事業の
進捗状況

総事業費137.3億円、既投資額64.6億円
平成23年度末時点　事業進捗率47%

）

事業の効果等

当該事業を実施することにより、高潮による浸水被害を軽減することが可能となる。また、東南海・南海地震の発生
が逼迫しており、本事業を実施することにより地震による海岸保全施設の沈下等の変状を抑制し、地震後の津波や
高潮による浸水被害を軽減することが可能となる。以上により、高潮による浸水被害や、大規模地震後の津波から
市民の生命と資産を守ることができる。

建設期間（+10%～-10%） （ 13.9 （ 7.3 ～ 7.6

8.3 ）

（ 6.7 ～ 8.2 ）

（ 6.8
感度分析

事業全体のＢ／Ｃ

～ 13.9 ）

）建 設 費（+10%～-10%） （ 13.3 ～

残事業のＢ／Ｃ

需　　要（-10%～+10%） （ 12.5 ～ 15.3 ）

14.6 ～

38.1

残事業の投資効率性 B:総便益(億円) 510.0 C:総費用(億円) 68.4 継続B/C 7.5

B:総便益(億円) 2,007.9 C:総費用(億円) 144.2 全体B/C 13.9 B-C 1863.7 EIRR (%)

事業全体の
投資効率性

基準年度 平成 23

目的・必要性

広島港海岸においては、地形的に南向きで、概して地盤高も低いことから、度々高潮の被害を被ってきており、最近
では、平成11年と平成16年に大規模な高潮被害が発生している。また、広島港臨海部は、緩い地盤上に、干拓や埋
立により発展してきた歴史を持ち、地震に対して脆弱な地域となっている。そのため、今後30年以内に60～70％程
度の確率で発生すると予測されている東南海・南海地震により、大規模な液状化が発生し、既存施設に著しい変形
が生じ、地震後の津波や高潮による甚大な被害の発生が危惧されるところである。
このため、高潮による浸水被害や、大規模地震後の津波から市民の生命と資産を守り、「誰もが安全に安心して暮
らせる地域づくり」を推進するため、高潮対策及び地震による堤体変状への対策の護岸（改良）・堤防（改良）等を整
備する。

便益の主な根拠

浸水面積：444ha
浸水戸数：8,967戸
浸水区域における一般資産等評価額：3,362億円

年度

平成 27 年度完了

総事業費（億円） 137.3 残事業費(億円)

再評価：新規採択後５年間が経過した時点で継続中の事業

72.6

事業期間 事業採択 平成 17 年度

主な事業の諸元

中央西地区　護岸（改良）：L=6,946m、堤防（改良）：L=1,846m、陸閘：1基
中央東地区　護岸（改良）：L=3,310m、堤防（改良）：L=540m

広島港海岸直轄海岸保全施設整備事業

事業名(箇所名)
広島港海岸直轄海岸保全施設整備事業
（広島港海岸）

事業
主体

中国地方整備局

実施箇所 広島県広島市、安芸郡海田町

該当基準
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【参考資料２－１】

●費用対効果分析結果（事業全体）
34 広島 総事業費　(税込）　　 137.26 （億円) 社会的割引率 4.0%

0.65 （億円/年) 基準年 2011

高潮時便益 97.50 （億円/年) 整備開始年 2005 ＣＢＲ
整備終了年 2015 ＮＰＶ 億円

2 再評価 2065 ＥＩＲＲ

単位：億円 単年度の費用・便益 2011年価値換算値 社会的 デフレータ
番 費　用　　(消費税抜き) 便　益 費用 便益 割引率 2005 2011 費用整理 便益整理
号 西暦 和暦 事業費 維持管理 計  (Ｃ） （Ｂ) 乗数 割引率 年基準 年基準 （億円) (億円)

130.7 32.7 163.4 4,875 144.20 2,007.93 105.1 事業費 維持管理 高潮時 － －
1 2005 H17 2.4 0.0 2.4 0.0 3.15 0.00 -6 1.265 100.0 95.1 2.37 0.00 0.00 0.00 0.00 H17
2 2006 H18 8.7 0.0 8.7 0.0 10.96 0.00 -5 1.217 101.2 96.3 8.68 0.00 0.00 0.00 0.00 H18
3 2007 H19 11.5 0.0 11.5 0.0 13.64 0.00 -4 1.170 103.3 98.3 11.46 0.00 0.00 0.00 0.00 H19
4 2008 H20 8.4 0.0 8.4 0.0 9.34 0.00 -3 1.125 106.6 101.4 8.42 0.00 0.00 0.00 0.00 H20
5 2009 H21 11.8 0.0 11.8 0.0 12.83 0.00 -2 1.082 104.5 99.4 11.80 0.00 0.00 0.00 0.00 H21
6 2010 H22 9.3 0.0 9.3 0.0 9.72 0.00 -1 1.040 105.1 100.0 9.34 0.00 0.00 0.00 0.00 H22
7 2011 H23 9.5 0.0 9.5 0.0 9.50 0.00 0 1.000 105.1 100.0 9.50 0.00 0.00 0.00 0.00 H23
8 2012 H24 11.4 0.3 11.7 69.7 11.28 67.05 1 0.962 105.1 100.0 11.43 0.31 69.73 0.00 0.00 H24
9 2013 H25 16.1 0.3 16.4 69.7 15.14 64.47 2 0.925 105.1 100.0 16.07 0.31 69.73 0.00 0.00 H25

10 2014 H26 18.6 0.3 19.0 69.7 16.85 61.99 3 0.889 105.1 100.0 18.65 0.31 69.73 0.00 0.00 H26
11 2015 H27 23.0 0.3 23.3 69.7 19.94 59.60 4 0.855 105.1 100.0 23.02 0.31 69.73 0.00 0.00 H27
12 2016 H28 0.0 0.7 0.7 97.5 0.54 80.14 5 0.822 105.1 100.0 0.00 0.65 97.50 0.00 0.00 H28
13 2017 H29 0.0 0.7 0.7 97.5 0.52 77.06 6 0.790 105.1 100.0 0.00 0.65 97.50 0.00 0.00 H29
14 2018 H30 0.0 0.7 0.7 97.5 0.50 74.09 7 0.760 105.1 100.0 0.00 0.65 97.50 0.00 0.00 H30
15 2019 H31 0.0 0.7 0.7 97.5 0.48 71.24 8 0.731 105.1 100.0 0.00 0.65 97.50 0.00 0.00 H31
16 2020 H32 0.0 0.7 0.7 97.5 0.46 68.50 9 0.703 105.1 100.0 0.00 0.65 97.50 0.00 0.00 H32
17 2021 H33 0.0 0.7 0.7 97.5 0.44 65.87 10 0.676 105.1 100.0 0.00 0.65 97.50 0.00 0.00 H33
18 2022 H34 0.0 0.7 0.7 97.5 0.42 63.34 11 0.650 105.1 100.0 0.00 0.65 97.50 0.00 0.00 H34
19 2023 H35 0.0 0.7 0.7 97.5 0.41 60.90 12 0.625 105.1 100.0 0.00 0.65 97.50 0.00 0.00 H35
20 2024 H36 0.0 0.7 0.7 97.5 0.39 58.56 13 0.601 105.1 100.0 0.00 0.65 97.50 0.00 0.00 H36
21 2025 H37 0.0 0.7 0.7 97.5 0.38 56.31 14 0.577 105.1 100.0 0.00 0.65 97.50 0.00 0.00 H37
22 2026 H38 0.0 0.7 0.7 97.5 0.36 54.14 15 0.555 105.1 100.0 0.00 0.65 97.50 0.00 0.00 H38
23 2027 H39 0.0 0.7 0.7 97.5 0.35 52.06 16 0.534 105.1 100.0 0.00 0.65 97.50 0.00 0.00 H39
24 2028 H40 0.0 0.7 0.7 97.5 0.34 50.06 17 0.513 105.1 100.0 0.00 0.65 97.50 0.00 0.00 H40
25 2029 H41 0.0 0.7 0.7 97.5 0.32 48.13 18 0.494 105.1 100.0 0.00 0.65 97.50 0.00 0.00 H41
26 2030 H42 0.0 0.7 0.7 97.5 0.31 46.28 19 0.475 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H42
27 2031 H43 0.0 0.7 0.7 97.5 0.30 44.50 20 0.456 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H43
28 2032 H44 0.0 0.7 0.7 97.5 0.29 42.79 21 0.439 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H44
29 2033 H45 0.0 0.7 0.7 97.5 0.28 41.14 22 0.422 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H45
30 2034 H46 0.0 0.7 0.7 97.5 0.27 39.56 23 0.406 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H46
31 2035 H47 0.0 0.7 0.7 97.5 0.25 38.04 24 0.390 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H47
32 2036 H48 0.0 0.7 0.7 97.5 0.25 36.57 25 0.375 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H48
33 2037 H49 0.0 0.7 0.7 97.5 0.24 35.17 26 0.361 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H49
34 2038 H50 0.0 0.7 0.7 97.5 0.23 33.82 27 0.347 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H50
35 2039 H51 0.0 0.7 0.7 97.5 0.22 32.51 28 0.333 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H51
36 2040 H52 0.0 0.7 0.7 97.5 0.21 31.26 29 0.321 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H52
37 2041 H53 0.0 0.7 0.7 97.5 0.20 30.06 30 0.308 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H53
38 2042 H54 0.0 0.7 0.7 97.5 0.19 28.91 31 0.296 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H54
39 2043 H55 0.0 0.7 0.7 97.5 0.19 27.79 32 0.285 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H55
40 2044 H56 0.0 0.7 0.7 97.5 0.18 26.72 33 0.274 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H56
41 2045 H57 0.0 0.7 0.7 97.5 0.17 25.70 34 0.264 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H57
42 2046 H58 0.0 0.7 0.7 97.5 0.17 24.71 35 0.253 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H58
43 2047 H59 0.0 0.7 0.7 97.5 0.16 23.76 36 0.244 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H59
44 2048 H60 0.0 0.7 0.7 97.5 0.15 22.84 37 0.234 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H60
45 2049 H61 0.0 0.7 0.7 97.5 0.15 21.97 38 0.225 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H61
46 2050 H62 0.0 0.7 0.7 97.5 0.14 21.12 39 0.217 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H62
47 2051 H63 0.0 0.7 0.7 97.5 0.14 20.31 40 0.208 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H63
48 2052 H64 0.0 0.7 0.7 97.5 0.13 19.53 41 0.200 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H64
49 2053 H65 0.0 0.7 0.7 97.5 0.13 18.78 42 0.193 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H65
50 2054 H66 0.0 0.7 0.7 97.5 0.12 18.05 43 0.185 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H66
51 2055 H67 0.0 0.7 0.7 97.5 0.12 17.36 44 0.178 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H67
52 2056 H68 0.0 0.7 0.7 97.5 0.11 16.69 45 0.171 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H68
53 2057 H69 0.0 0.7 0.7 97.5 0.11 16.05 46 0.165 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H69
54 2058 H70 0.0 0.7 0.7 97.5 0.10 15.43 47 0.158 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H70
55 2059 H71 0.0 0.7 0.7 97.5 0.10 14.84 48 0.152 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H71
56 2060 H72 0.0 0.7 0.7 97.5 0.10 14.27 49 0.146 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H72
57 2061 H73 0.0 0.7 0.7 97.5 0.09 13.72 50 0.141 105.1 100.0 0.65 97.50 0.00 0.00 H73
58 2062 H74 0.0 0.3 0.3 27.8 0.05 3.76 51 0.135 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H74
59 2063 H75 0.0 0.3 0.3 27.8 0.04 3.61 52 0.130 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H75
60 2064 H76 0.0 0.3 0.3 27.8 0.04 3.47 53 0.125 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H76
61 2065 H77 0.0 0.3 0.3 27.8 0.04 3.34 54 0.120 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H77
62 2066 H78 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 55 0.116 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H78
63 2067 H79 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 56 0.111 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H79
64 2068 H80 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 57 0.107 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H80
65 2069 H81 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 58 0.103 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H81
66 2070 H82 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 59 0.099 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H82
67 2071 H83 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 60 0.095 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H83
68 2072 H84 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 61 0.091 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H84
69 2073 H85 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 62 0.088 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H85
70 2074 H86 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 63 0.085 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H86
71 2075 H87 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 64 0.081 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H87
72 2076 H88 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 65 0.078 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H88
73 2077 H89 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 66 0.075 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H89
74 2078 H90 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 67 0.072 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H90
75 2079 H91 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 68 0.069 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H91
76 2080 H92 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 69 0.067 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H92

評価種別
広島県

38.105%供用終了年

13.925

海岸名 ［分析結果］

H27

維持管理費（事業費の0.5%）

地区地区名

H77

合計

都道府県名

H17
海岸管理者

広島港海岸 H23

1,863.73
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【参考資料２－２】

●費用対効果分析結果（残事業）
34 広島 総事業費　(税込）　　 82.59 （億円) 社会的割引率 4.0%

0.35 （億円/年) 基準年 2011

高潮時便益 27.78 （億円/年) 整備開始年 2005 ＣＢＲ
整備終了年 2015 ＮＰＶ 億円

2 再評価 2065 ＥＩＲＲ

単位：億円 単年度の費用・便益 2011年価値換算値 社会的 デフレータ
番 費　用　　(消費税抜き) 便　益 費用 便益 割引率 2005 2011 費用整理 便益整理
号 西暦 和暦 事業費 維持管理 計  (Ｃ） （Ｂ) 乗数 割引率 年基準 年基準 （億円) (億円)

69.2 17.3 86.4 1,389 68.45 510.03 105.1 事業費 維持管理 高潮時 － －
1 2005 H17 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 -6 1.265 100.0 95.1 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 H17
2 2006 H18 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 -5 1.217 101.2 96.3 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 H18
3 2007 H19 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 -4 1.170 103.3 98.3 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 H19
4 2008 H20 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 -3 1.125 106.6 101.4 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 H20
5 2009 H21 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 -2 1.082 104.5 99.4 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 H21
6 2010 H22 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 -1 1.040 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 H22
7 2011 H23 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 0 1.000 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 H23
8 2012 H24 11.4 0.0 11.4 0.0 10.99 0.00 1 0.962 105.1 100.0 11.43 0.00 0.00 0.00 0.00 H24
9 2013 H25 16.1 0.0 16.1 0.0 14.85 0.00 2 0.925 105.1 100.0 16.07 0.00 0.00 0.00 0.00 H25

10 2014 H26 18.6 0.0 18.6 0.0 16.58 0.00 3 0.889 105.1 100.0 18.65 0.00 0.00 0.00 0.00 H26
11 2015 H27 23.0 0.0 23.0 0.0 19.67 0.00 4 0.855 105.1 100.0 23.02 0.00 0.00 0.00 0.00 H27
12 2016 H28 0.0 0.3 0.3 27.8 0.28 22.83 5 0.822 105.1 100.0 0.00 0.35 27.78 0.00 0.00 H28
13 2017 H29 0.0 0.3 0.3 27.8 0.27 21.95 6 0.790 105.1 100.0 0.00 0.35 27.78 0.00 0.00 H29
14 2018 H30 0.0 0.3 0.3 27.8 0.26 21.11 7 0.760 105.1 100.0 0.00 0.35 27.78 0.00 0.00 H30
15 2019 H31 0.0 0.3 0.3 27.8 0.25 20.29 8 0.731 105.1 100.0 0.00 0.35 27.78 0.00 0.00 H31
16 2020 H32 0.0 0.3 0.3 27.8 0.24 19.51 9 0.703 105.1 100.0 0.00 0.35 27.78 0.00 0.00 H32
17 2021 H33 0.0 0.3 0.3 27.8 0.23 18.76 10 0.676 105.1 100.0 0.00 0.35 27.78 0.00 0.00 H33
18 2022 H34 0.0 0.3 0.3 27.8 0.22 18.04 11 0.650 105.1 100.0 0.00 0.35 27.78 0.00 0.00 H34
19 2023 H35 0.0 0.3 0.3 27.8 0.22 17.35 12 0.625 105.1 100.0 0.00 0.35 27.78 0.00 0.00 H35
20 2024 H36 0.0 0.3 0.3 27.8 0.21 16.68 13 0.601 105.1 100.0 0.00 0.35 27.78 0.00 0.00 H36
21 2025 H37 0.0 0.3 0.3 27.8 0.20 16.04 14 0.577 105.1 100.0 0.00 0.35 27.78 0.00 0.00 H37
22 2026 H38 0.0 0.3 0.3 27.8 0.19 15.42 15 0.555 105.1 100.0 0.00 0.35 27.78 0.00 0.00 H38
23 2027 H39 0.0 0.3 0.3 27.8 0.18 14.83 16 0.534 105.1 100.0 0.00 0.35 27.78 0.00 0.00 H39
24 2028 H40 0.0 0.3 0.3 27.8 0.18 14.26 17 0.513 105.1 100.0 0.00 0.35 27.78 0.00 0.00 H40
25 2029 H41 0.0 0.3 0.3 27.8 0.17 13.71 18 0.494 105.1 100.0 0.00 0.35 27.78 0.00 0.00 H41
26 2030 H42 0.0 0.3 0.3 27.8 0.16 13.18 19 0.475 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H42
27 2031 H43 0.0 0.3 0.3 27.8 0.16 12.68 20 0.456 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H43
28 2032 H44 0.0 0.3 0.3 27.8 0.15 12.19 21 0.439 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H44
29 2033 H45 0.0 0.3 0.3 27.8 0.15 11.72 22 0.422 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H45
30 2034 H46 0.0 0.3 0.3 27.8 0.14 11.27 23 0.406 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H46
31 2035 H47 0.0 0.3 0.3 27.8 0.13 10.84 24 0.390 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H47
32 2036 H48 0.0 0.3 0.3 27.8 0.13 10.42 25 0.375 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H48
33 2037 H49 0.0 0.3 0.3 27.8 0.12 10.02 26 0.361 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H49
34 2038 H50 0.0 0.3 0.3 27.8 0.12 9.63 27 0.347 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H50
35 2039 H51 0.0 0.3 0.3 27.8 0.12 9.26 28 0.333 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H51
36 2040 H52 0.0 0.3 0.3 27.8 0.11 8.91 29 0.321 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H52
37 2041 H53 0.0 0.3 0.3 27.8 0.11 8.56 30 0.308 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H53
38 2042 H54 0.0 0.3 0.3 27.8 0.10 8.23 31 0.296 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H54
39 2043 H55 0.0 0.3 0.3 27.8 0.10 7.92 32 0.285 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H55
40 2044 H56 0.0 0.3 0.3 27.8 0.09 7.61 33 0.274 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H56
41 2045 H57 0.0 0.3 0.3 27.8 0.09 7.32 34 0.264 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H57
42 2046 H58 0.0 0.3 0.3 27.8 0.09 7.04 35 0.253 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H58
43 2047 H59 0.0 0.3 0.3 27.8 0.08 6.77 36 0.244 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H59
44 2048 H60 0.0 0.3 0.3 27.8 0.08 6.51 37 0.234 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H60
45 2049 H61 0.0 0.3 0.3 27.8 0.08 6.26 38 0.225 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H61
46 2050 H62 0.0 0.3 0.3 27.8 0.07 6.02 39 0.217 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H62
47 2051 H63 0.0 0.3 0.3 27.8 0.07 5.79 40 0.208 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H63
48 2052 H64 0.0 0.3 0.3 27.8 0.07 5.56 41 0.200 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H64
49 2053 H65 0.0 0.3 0.3 27.8 0.07 5.35 42 0.193 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H65
50 2054 H66 0.0 0.3 0.3 27.8 0.06 5.14 43 0.185 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H66
51 2055 H67 0.0 0.3 0.3 27.8 0.06 4.95 44 0.178 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H67
52 2056 H68 0.0 0.3 0.3 27.8 0.06 4.76 45 0.171 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H68
53 2057 H69 0.0 0.3 0.3 27.8 0.06 4.57 46 0.165 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H69
54 2058 H70 0.0 0.3 0.3 27.8 0.05 4.40 47 0.158 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H70
55 2059 H71 0.0 0.3 0.3 27.8 0.05 4.23 48 0.152 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H71
56 2060 H72 0.0 0.3 0.3 27.8 0.05 4.06 49 0.146 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H72
57 2061 H73 0.0 0.3 0.3 27.8 0.05 3.91 50 0.141 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H73
58 2062 H74 0.0 0.3 0.3 27.8 0.05 3.76 51 0.135 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H74
59 2063 H75 0.0 0.3 0.3 27.8 0.04 3.61 52 0.130 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H75
60 2064 H76 0.0 0.3 0.3 27.8 0.04 3.47 53 0.125 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H76
61 2065 H77 0.0 0.3 0.3 27.8 0.04 3.34 54 0.120 105.1 100.0 0.35 27.78 0.00 0.00 H77
62 2066 H78 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 55 0.116 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H78
63 2067 H79 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 56 0.111 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H79
64 2068 H80 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 57 0.107 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H80
65 2069 H81 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 58 0.103 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H81
66 2070 H82 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 59 0.099 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H82
67 2071 H83 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 60 0.095 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H83
68 2072 H84 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 61 0.091 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H84
69 2073 H85 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 62 0.088 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H85
70 2074 H86 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 63 0.085 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H86
71 2075 H87 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 64 0.081 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H87
72 2076 H88 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 65 0.078 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H88
73 2077 H89 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 66 0.075 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H89
74 2078 H90 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 67 0.072 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H90
75 2079 H91 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 68 0.069 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H91
76 2080 H92 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 69 0.067 105.1 100.0 0.00 0.00 0.00 0.00 H92

海岸名 ［分析結果］
地区

合計

都道府県名

H17
海岸管理者

広島港海岸

評価種別
広島県

供用終了年

地区名
H27

維持管理費（事業費の0.5%）

H77 28.169%

H23

441.59
7.452
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【参考資料３】

広島港海岸直轄海岸保全施設整備事業

費用便益の概要

便益

単位当りの便益
項目 区分

単位 備考 単位 単位 単位

浸水防護便益
浸水地域（高潮）の被
害軽減効果

97.5 億円/年 高潮時の年平均被害軽減期待額。 97.5 億円/年 0.0 億円/年 97.5 億円/年

費用

　費用項目

　事業の対象施設

効果（平均値）

建設費、維持管理費

護岸（改良）、堤防（改良）、陸閘

差WithoutWith

2
1



【参考資料４】 

浸水地域の被害軽減効果 

 

広島港海岸において、当該事業を実施することにより軽減される浸水被害を便益として計上した。算出された被害

軽減額は以下のとおり。 

 （百万円／年） 

項  目 一般資産被害額 公共土木被害額 公益事業等被害額 計 

①Without 時（事業を未実施） 6,056 3,634 61 9,750

②With 時（事業を実施） 0 0 0 0

被害軽減額（①－②） 6,056 3,634 61 9,750

※上記表内数値は、端数処理により合計は必ずしも一致しない。 

 

被害軽減額の算出方法 

① 想定浸水地域内の資産額 

現況の海岸保全施設において想定される浸水地域内の一般資産は以下のとおり。 

（百万円／年） 

家屋 家庭用品 農漁家資産 事業所 計 

95,321 134,032 96 106,724 336,174 

 

※ 家屋、家庭用品及び農漁家資産は、治水経済調査マニュアル(案)各種資産評価単価及びデフレーター（平成 23 年 2 月）における『家屋１m2

あたりの評価額』、『１世帯当たり家庭用品評価額』及び『農漁家１戸当たり償却資産及び在庫資産評価額』を基に算出、事業所は総務省統

計局事業所統計調査を基に算出。 

 

② 外力規模毎の想定被害額 

上記①に対し、外力規模を発生確率年毎に設定し、それぞれの外力規模（10年確率波～50年確率波）で浸水深さ

を算定し、浸水深さに応じた被害率を乗じることにより被害額を算出した。 

 

（百万円／年）

家屋 家庭用品 農漁家資産 事業所資産 農作物 計
１／１０ 356 342 0 8,109 0 8,807
１／２０ 2,154 2,219 1 9,776 0 14,149
１／３０ 7,694 13,742 5 17,863 0 39,305
１／４０ 16,622 40,541 13 33,552 0 90,728
１／５０ 21,952 52,711 16 47,216 0 121,895

発生確率
被害額
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【参考資料４】 

 

③ 想定される確率波毎の被害額の算定 

上記②で示した発生確率毎の被害軽減額の平均値に、区間確率を乗じて年平均被害軽減額（期待値）を算出し、

合計した結果、一般資産等被害額は 60.6 億円となった。 

（百万円)

14,149

39,305

90,728

121,895
0.00500 532

8,8078,807

⑥年平均
被害軽減額
（④×⑤）

0

0

0

0

0

0

1/40 90,728
106,312

発生
確率

①被害額
（事業を未実

施）

②被害額
（事業を実施）

③被害軽減額
（①－②）

④区間平均
被害軽減額

0
6,056

1/50 121,895

4,983
1/30 39,305

65,016 0.00833 542 5,524

0.05000 574 4,537
1/20 14,149

26,727 0.01667 446

⑤区間確率
⑦年平均被害軽減額の累計
（＝年平均被害軽減期待額）

1 0
4,404 0.90000 3,963 3,963

1/10
11,478

 

 

 

④ 公共土木施設被害額、公益事業等被害額の算出 

③で求めた一般資産等被害額に対して、公共土木施設被害額と公益事業等被害額は以下の比率によって算出さ

れる（海岸事業の費用便益分析指針（H16.6）における都市部の比率より） 

一般資産等被害額：公共土木被害額：公益事業被害額＝100 : 60 : 1 = 60.6 : 36.3 : 0.6 （億円） 
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【参考資料５－１】

海岸事業

事業名： 広島港海岸保全施設整備事業（全体事業費）

評価年度： 平成23年度（再評価）

区分 工種・項目 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費 式 1 9,783

護岸 ｍ 10,256 7,953

堤防 ｍ 2,386 1,675

陸閘 基 1 155

間接経費 式 2,808

工事諸費 式 1,135

事業費　計 式 13,726

維持管理費 式 1 68.63

事業費の内訳書
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【参考資料５－２】

海岸事業

事業名： 広島港海岸保全施設整備事業（残事業費）

評価年度： 平成23年度（再評価）

区分 工種・項目 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費 式 1 5,177

護岸 ｍ 8,805 4,495

堤防 ｍ 2,386 532

陸閘 基 1 150

間接経費 式 1,487

工事諸費 式 598

事業費　計 式 7,262

維持管理費 式 1 36.31

事業費の内訳書
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広島港海岸直轄海岸保全施設整備事業

〔広島県への意見照会と回答〕

26
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（別紙）

【河川事業】

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

芦田川直轄河川改修事業 継続

小瀬川総合水系環境整備事業 継続

【海岸事業】

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

広島港海岸直轄海岸保全施設
整備事業

継続

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る
　対応方針（原案）を作成するためのものです。

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る
　対応方針（原案）を作成するためのものです。
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